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平成２１年度 第３回
九州地方整備局 事業評価監視委員会

国道２００号 直方バイパス
のお がた

①事業完了後５年以内の事業

②審議結果を踏まえ、事後評価の実施主体が改めて

事後評価を行う必要があると判断した事業

事 後 評 価
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１．事業概要・目的・これまでの経緯

（１）直方バイパスの事業概要

昭和４６年度 事業化
昭和４７年度 都市計画決定
昭和５０年度 用地着手
昭和５１年度 工事着手
昭和５３年度 北九州市八幡西区馬場山～

八幡IC(L=1.0km)が完成４車線
で供用

平成１２年度 八幡IC～直方市頓野間
(Ｌ＝3.0㎞)が暫定２車線で供用

平成１６年４月八幡IC～直方市頓野間
(Ｌ＝3.0㎞)が完成４車線供用

至 福岡

至 小倉

【道路諸元】

４車線車線数

８０ km/h設計速度

第３種第１級道路規格

L=４．０km延 長

（自）北九州市八幡西区馬場山
（至）直方市頓野

事業区間

W＝２５．０m幅 員

国道２００号 直方バイパス事業名

【事業経緯】

▲標準横断図(単位:m)

▲事業概要図

県施工区間の事業化年度
昭和４５年度
（但し、昭和４８年度

～昭和５７年度間は休止）

県施工区間の事業化年度
昭和４５年度
（但し、昭和４８年度

～昭和５７年度間は休止）
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１．事業概要・目的・これまでの経緯

（２）国道２００号の概要

◆国道２００号は北九州市から筑紫野市へ
至る総延長約８２kmの主要幹線道路。

◆九州縦貫車道と国道３号に並行し、地域
間の交流・物流を担う路線。

◆製造業の盛んな筑豊地域を通過してい
ることから、貨物車などの大型車が多い
路線。

▲道路網図

Ｎ
北九州市

福岡市

9,157

18,036
6,010

9,388

4,179

1,243

26,753
22,565

4,185

45

336

200

0%

25%

50%

75%

100%

国道３号 九州縦貫道 国道２００号

普通貨物車 小型貨物車 バス 乗用車

国道３号

九州縦貫自動車道

国道２００号

交通の約６割
が貨物車

▲車種別交通量(台/日) ※Ｈ１７センサス

筑豊地域への
工業団地の集積
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１．事業概要・目的・これまでの経緯

（３）直方バイパスの位置付け

◆国道２００号において、直方バイパスの整
備前は、並行区間の現道が、全線通して
最も混雑度の高い区間であった。

◆直方バイパスは、直方市と周辺部の交通
混雑の緩和、および地域間交通の円滑
化による地域の発展・浮揚の支援を目的
とした事業である。

▲直方BP全線供用前(Ｈ１１)の混雑度

Ｎ

■混雑度
：2.0以上
：1.5～2.0
：1.0～1.5
：1.0未満

■国道２００号４車線整備の経緯

・飯塚バイパス(昭和52年)

・直方バイパス(昭和54年3月一部4車線供用)

・冷水有料道路(昭和62年)

・山家バイパス(昭和62年)

・黒崎拡幅(昭和63年)

・直方バイパス(平成16年4月全線4車線供用)

■国道２００号４車線整備の経緯

・飯塚バイパス(昭和52年)

・直方バイパス(昭和54年3月一部4車線供用)

・冷水有料道路(昭和62年)

・山家バイパス(昭和62年)

・黒崎拡幅(昭和63年)

・直方バイパス(平成16年4月全線4車線供用)
混雑が著しい区間

国道２００号で依然として
混雑していた区間

直
方

バ
イ

パ
ス

L
=
4
.0

km

終点：直方市頓野終点：直方市頓野

起点：北九州市八幡西区馬場山起点：北九州市八幡西区馬場山
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１．事業概要・目的・これまでの経緯

（４）事業長期化の理由

◆「頓野の環境を守る会」との意見交換と調整に、約１０年間(S48～S58)の期
間を要し、その間、事業の実施を見合わせていた。

◆意見交換による計画の見直しにより、Ｓ６２に都市計画変更を行い、事業を
再開。

「頓野の環境を守る会」の経緯

S46.12 福岡県が計画線(直方BP)調査発表
S47.1  頓野地区住民236人が「路線計画に反対する陳情書」
S47.12 都市計画決定(平面)
S48.7 「頓野の環境を守る会」発足
S48.9 「頓野の環境を守る会」がバイパス反対の陳情書
S49.2 「頓野の環境を守る会」が直方BP建設計画白紙撤回に関する申し入れ
S58.3 県・市・守る会「一般国道200号直方バイパス建設に関する確認書」
S62.12 都市計画変更(堀割)
H3 用地着手(直方市域)
H4 工事着手(直方市域)

「頓野の環境を守る会」の経緯

S46.12 福岡県が計画線(直方BP)調査発表
S47.1  頓野地区住民236人が「路線計画に反対する陳情書」
S47.12 都市計画決定(平面)
S48.7 「頓野の環境を守る会」発足
S48.9 「頓野の環境を守る会」がバイパス反対の陳情書
S49.2 「頓野の環境を守る会」が直方BP建設計画白紙撤回に関する申し入れ
S58.3 県・市・守る会「一般国道200号直方バイパス建設に関する確認書」
S62.12 都市計画変更(堀割)
H3 用地着手(直方市域)
H4 工事着手(直方市域)
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0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

S55 S60 H2 H7 H12 H17

八幡区全体

直方市

飯塚市

中間市

宮若市

小竹町

鞍手町

福智町

(22.5%)

(25.3%)

(22.7%)

(25.4%)

(27.9%)

(28.0%)

(24.0%)

(25.2%)

暫定2車化

（Ｈ12年度）

完成4車化

（Ｈ16年度）

高齢社会（14％）

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H18

八幡区全体

直方市

飯塚市・山田
市・嘉穂郡

中間市

鞍手郡

田川郡

(194,260台)

(42,426台)

(143,713台)

(29,876台)

(46,187台)

(75,509台)

暫定2車化

（Ｈ12年度）

完成4車化

（Ｈ16年度）

事業化

（S46年度）

２．社会情勢の変化

0.50

0.75

1.00

1.25

1.50

S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17

八幡区全体

直方市

飯塚市

中間市

宮若市

小竹町

鞍手町

福智町

(33.6万人)

(5.7万人)

(13.3万人)

(4.7万人)

(3.1万人)

(0.9万人)

(1.8万人)

(2.6万人)

事業化

（Ｓ46年度） 暫定2車化

（Ｈ12年度）

完成4車化

（Ｈ16年度）

▲自動車保有台数の推移 ▲高齢化率の推移

▲人口の推移

自動車保有台数

人口

高齢化率

減少

増加

増加

（１）人口および自動車保有台数

( )は最新年の値

( )は最新年の値( )は最新年の値

◆沿線地域の人口は減少傾向、高齢化
率は増加傾向。

◆自動車保有台数は増加傾向にあり、
自動車交通への依存傾向が強まって
いる。

※S45を1.0とした伸び率

※S45を1.0とした伸び率

(%)
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3.6 22.0 74.4

3.8 24.7 71.5

4.4 26.4 69.2

5.3 27.9 66.8

6.7 27.3 66.0

7.9 29.1 63.0

10.0 31.0 59.0

14.3 30.4 55.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

S45

S50

S55

S60

H2

H7

H12

H17

一次産業 二次産業 三次産業

1.8 28.0 70.3

1.7 31.4 66.9

2.0 33.3 64.7

2.2 34.7 63.1

3.0 35.2 61.9

3.4 37.1 59.5

4.6 39.9 55.5

6.9 40.6 52.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

S45

S50

S55

S60

H2

H7

H12

H17

一次産業 二次産業 三次産業

0

300

600

900

S41 S46 S51 S56 S61 H3 H8 H13 H18

八幡区全体

直方市

飯塚市

中間市

宮若市

小竹町

鞍手町

福智町

暫定2車化

（Ｈ12年度）

完成4車化

（Ｈ16年度）

事業化

（S46年度）

(5,290億円)

(1,291億円)

(1,796億円)

(342億円)

(10,443億円)

(160億円)

(854億円)

(339億円)

２．社会情勢の変化

◆周辺地域の二次産業の就業者数は、
年々減少傾向にあるものの、現在にお
いても就業人口の約３割(県平均を上回

る)を占めており、製造業等の活発な地
域である。

◆周辺地域の中でも特に宮若市では、自
動車関連産業の活況等によりＨ３年以
降製造品出荷額が著しく増加。

（２）産業

▲製造品出荷額の推移

▲周辺地域の産業別就業人口の推移▲福岡県全体の産業別就業人口の推移

Ｓ４６年度
事業化

Ｈ１２年度
暫定２車化

Ｈ１７年度
完成４車化

( )は最新年の値

トヨタ自動車九州
宮田工場

Ｈ４．１２ 生産開始

増加

製造品出荷額

産業就業人口
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２．社会情勢の変化
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◆周辺道路では混雑度が増加傾向にあったが、直方バイパス供用後は
利用交通がバイパスへ転換し、混雑度が低下。

直方バイパス(地点Ａ：直方市頓野）

国道２００号現道(地点B：直方市感田）

(主)直方水巻線(地点C：直方市大字頓野字藤野）

(主)直方芦屋線(地点Ｄ：直方市知古三丁目１－４）

直方BP完成4車線供用
(H16)

（３）交通

直
方
バ
イ
パ
ス

直方BP完成4車線供用
(H16)

直方BP完成4車線供用
(H16)

直方BP完成4車線供用
(H16)

日交通量 12時間混雑度

◆凡例

混雑度
低下

混雑度
低下

混雑度
低下
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３．前回評価時からの変化

約２４６億円
（全線供用後、馬場山交差点の渋滞が著しく

なったため、金剛ランプの事業費を含む)

約２３０億円事業費

４．０ｋｍ４．０ｋｍ延長

３５，５００～４６，２００台／日－交通量

平成１２年９月 暫定２車線供用
平成１６年４月 完成４車線供用

平成１１年度 暫定２車線供用
（Ｌ＝３．０ｋｍ）

整備内容

７．０

今回評価時(H21年)

－全事業Ｂ／Ｃ

前回評価時(H10年)項目

事業費の増加理由

金剛ランプの整備

中央分離帯ボックスビームの設置

歩道橋の設置

遮水壁の増設

水管橋の設置

遮音壁の増設

＋４億円

＋１億円

＋３億円

＋２億円

＋２億円

＋４億円

増減

事業費

変更項目

※前回評価時は、計画交通量及びＢ/Ｃの算出は未実施
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４．事業の投資効果

○投資効率性の評価
走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益

◇費用便益比（Ｂ／Ｃ）＝
整備が行われる場合と整備行われない場合

「事業費＋維持管理費」の差

２，５８０億円＋３３８億円＋１２４億円
◇Ｂ／Ｃ（事業全体）＝ ＝７．０

４１９億円＋ １６億円

○投資効率性の評価
走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益

◇費用便益比（Ｂ／Ｃ）＝
整備が行われる場合と整備行われない場合

「事業費＋維持管理費」の差

２，５８０億円＋３３８億円＋１２４億円
◇Ｂ／Ｃ（事業全体）＝ ＝７．０

４１９億円＋ １６億円
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５．効果の発現状況

効果１：交通混雑の緩和効果１：交通混雑の緩和

効果２：市街地部の交通安全性の向上効果２：市街地部の交通安全性の向上

効果３：まちづくりの支援効果３：まちづくりの支援

効果４：日常生活圏の拡大効果４：日常生活圏の拡大

効果５：商業活動の支援効果５：商業活動の支援

効果６：沿線地域産業の支援効果６：沿線地域産業の支援
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効果１：交通混雑の緩和効果１：交通混雑の緩和

◆直方バイパスの暫定供用前は、周辺に7
箇所の主要渋滞ポイントが存在し、交通
混雑が著しい状況。

◆直方バイパスの供用に伴い全ての主要渋
滞ポイントにおいて混雑が緩和され、主要
渋滞ポイントが7箇所から0箇所に減少。

◆直方バイパスの供用に伴い、移動時間が
半分以下に短縮(馬場山IC～直方大橋東)。

900 900

1,400 1,500

1,900

500
650

350
65 180

400
220

350 450

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

中島橋東
交差点

感田行常
交差点

頓野
交差点

日の出橋東
交差点

日の出橋西
交差点

勘六橋東
交差点

勘六橋西
交差点

暫定供用前(H9)

暫定供用後(H12,H15)

(m)

５．効果の発現状況

▲直方バイパス暫定2車線供用による渋滞長の変化

供用前：約１８分

供用後：約８分

約１０分短縮！

暫定供用前(H9)の主要

渋滞ポイント：7箇所
暫定供用後の主要

渋滞ポイント：0箇所

900ｍ

900ｍ

1,400ｍ1,500ｍ※1,900ｍ※

500ｍ※

650ｍ※

中島橋東

感田行常

頓野

日の出橋東

勘六橋東
勘六橋西

※日の出橋西・東、勘六橋西・東では隣接する交差点を超えた渋滞が発生

暫定供用前の
主要渋滞ポイント

渋滞長(供用前)

馬場山IC

直方大橋東

日の出橋西

350ｍ
65ｍ

180ｍ400ｍ※
220ｍ

450ｍ※

350ｍ※

調査ルート(現道)

調査ルート(BP)

渋滞長(供用後)

混雑度２．５２（Ｈ９ｾﾝｻｽ）

混雑度１．７６（Ｈ17ｾﾝｻｽ）
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国道２００号

(主)直方水巻線

(主)直方芦屋線

(一)上新入直方線

(主)中間宮田線

（台/日）
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八幡ＩＣ

至 飯塚

至 北九州

５．効果の発現状況

効果１：交通混雑の緩和効果１：交通混雑の緩和

◆直方バイパスの供用に伴い、南北間を
結ぶ並行路線の交通量が約27,900台/日

転換。また、南北間の交通量がバイパス
全線供用前に比して約２割増加。

※（市）頓野５４号線は、センサス値がないためＨ１２．７，Ｈ１６．１の１２ｈ実測データを使用
※（市）頓野５４号線の昼夜率は、近接する国道２００号の値を使用

８５，４９２

１００，５４４約２割増加

５７，６３１
約２７，９００台/日が転換約２７，９００台/日が転換

イオンモール
直方

バイパス沿線の『イオンモール直方』について・・・
⇒Ｈ１７．４に開業。駐車場台数は３，４２４台分を確保。
⇒オープン当時、１ヶ月間で約１２０万人の来場。

（１日当たりの単純平均約４万人の来場）
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暫定2車線供用後
(H12～H15)

完成4車線供用後
(H16～H18)

５．効果の発現状況

効果２：市街地部の交通安全性の向上効果２：市街地部の交通安全性の向上

◆直方バイパスの供用に伴い、並行する国道２００号の市街地部における事故発
生件数は減少傾向。

◆特に交通混雑と関わりが深い追突事故が減少。また、バイパス全線供用以降、
追突事故が全体に占める割合が５割以下へ減少。

▲直方BP・国道200号断面における事故件数の推移

※（ ）内は現道区間の事故件数に占める追突事故の割合
※合計値は各期間の平均値
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九州縦貫道

49

42

34

直
方
Ｂ
Ｐ

直
方
Ｂ
Ｐ

約３割 減少

５割以下へ
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５．効果の発現状況

効果３：まちづくりの支援効果３：まちづくりの支援

八幡ＩＣ 八幡ＩＣ

感田東土地区画整理事業

イオンモール直方

直
方
バ
イ
パ
ス

▲昭和５６年の状況 ▲直方バイパス全線供用後

◆バイパス沿線に住宅団地や大型商業施設（イオンモール直方）等が整備され、
沿線の新たなまちづくりを支援。

◆感田東土地区画整理事業は、バイパス供用後、九州自動車道八幡ICや北九州
高速道路へのアクセスが強化されたことをうけ、近年実施されている(H13～19年)。
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直方市頓野・感田・上頓野

▲バイパス沿線地区の家屋新築状況

増加

(棟数)

木屋瀬東部土地
区画整理事業
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５．効果の発現状況

◆環境・景観への取り組み状況◆環境・景観への取り組み状況

③遮音壁の増設③遮音壁の増設②環境施設帯
（擁壁と遮音壁の間の緑地帯）

②環境施設帯
（擁壁と遮音壁の間の緑地帯）

①掘割構造へ変更①掘割構造へ変更

◆地元との意見交換により、バイパス構造の見直し、環境施設帯や遮音壁の増設
を行い、沿線地域への影響を踏まえた対策を実施。

▲掘割構造への変更イメージ図

平面構造

掘割構造
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６．対応方針（案）

◆今後の事後評価及び改善措置の必要性◆今後の事後評価及び改善措置の必要性

○直方バイパスの整備に伴い、現道の国道２００号の交通混雑の緩和や
市街地部の交通安全性の向上など十分効果を発揮しており、地域づく
りの支援など重要な役割を果たしていることから、さらなる事後評価の
必要はない。

○当事業の整備による改善措置については、課題等が発生する都度、対
策を講じているため、今後の改善措置の必要性はない。

課 題

・全線供用に伴い、起点部の馬場
山交差点の交通混雑が深刻化

対 策

・沿線地域における自動車交通騒
音の問題が発生

・金剛ランプ整備

（都市高速道路への円滑なアクセス
確保と交通の分散化）

・遮音壁の増設
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６．対応方針（案）

◆同種業務の計画・調査のあり方の見直しや事業評価手法の見直しの必要性◆同種業務の計画・調査のあり方の見直しや事業評価手法の見直しの必要性

○当事業は、昭和４６年度に事業化し、延長4.0kmを段階的に整備した事
業である。昭和５３年度に事業区間の起点側1.0kmを供用したが、その
後、約１０年間にわたり地元住民との事業調整を行った。

○事業期間の長期化を避けるために、計画時点からＰＩ等による沿線住民
との合意形成を図り、周辺環境に配慮しながら、円滑な事業展開により
早期に整備効果を発現させることが必要である。


